
 

 

海外大学との職員交流プログラムにおける技術職員への研修実施報告 

工作部門 機械加工技術班 林 祐太 

 

1. はじめに 

広島大学では，海外の大学と定期的に職員交流を

行っている．このような職員交流の該当者は事務職員

であることが多いようだが，今回，スペインにあるローヴ

ィーラ・イ・ビルジリ大学から技術職員が職員交流に来

ることになり，工学研究科支援室（および国際交流グル

ープ）の依頼により，研修の一部を本学技術職員が実

施することとなった．1 週間の職員交流プログラムのうち，

2 日間の研修を担当し実施したので，このことについて

報告する． 

 

2. 実施内容 （担当者の敬称は省略） 

１日目:午前 

【全体説明】担当：林 

・広島大学の技術職員について 

・ものづくりプラザについて 

【ガラス加工】担当：横山 

ガラス加工室内の見学（設備等の説明） 

 

 

 

 

 

ガラス細工体験 

 

 

 

 

 

 

ガラス細工体験では，T 字管の製作，ガラス管の

曲げを体験していただいた．ガスや酸素量によるバ

ーナーの火の調整や，作業での溶かし加減・息の吹

き加減などガラス加工では感覚的な部分が多く，受

講者が苦戦する様子も見られた． 

１日目:午後 

【薄片製作】担当：石佐古 

薄片製作室内の見学（設備・製作試料の説明） 

 

 

 

 

 

試料（石）の切断方法を説明した後，研磨サンプ

ル（大理石）を顕微鏡で観察していただいた． 

【装置設計・製作（電気製作）】担当：鴫田 

簡易版実験装置の製作体験 

 

 

 

 

 

装置製作を体験していただくため，ものづくりプラ

ザにおいて以前製作した実験装置を簡略化した題

材を準備した．穴あけ・回路製作・プログラムによる

動作確認など実際の業務に近い作業を通し，依頼

者の要求に対する職員の対応の流れを説明した． 

２日目：午前 

・技術職員の業務紹介 

【試験水槽】担当：土橋 

 

 

 

 

 

 

 実験施設の紹介として，実験に使用する模型船の

説明や曳航電車に搭乗して実験手順等を説明し

た． 受講者が宮島観光した際に利用した宮島フェ

リーの紹介もあり，興味深そうに聞かれていた． 



 

 

【大型構造物実験棟】担当：京泉，松山 

 

 

 

 

 

 

 実験棟に設置されている３つの大型実験装置に

ついて実施する実験内容やその中で技術職員の行

う作業（実験装置の組み換えや供試体の設置）を説

明した． 

・【情報系実験室】担当：開内 

 

 

 

 

 

 

 技術職員が支援する学生実験を実際の演習テー

マに沿って説明した．その後，受講者がスペインで

行っているコンピュータ管理方法を伺いながら担当

者と受講者で情報交換を実施した． 

２日目：午後 

【機械加工】担当：林 

 基本的な工作機械のひとつである旋盤を実

際に操作し，簡単な加工を体験していただい

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 実施日時・受講者について 

実施日： 平成 30 年 7 月 24 日～25 日


